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日時：平成 30年５月１日（火） 午後 1時 30分～ 

場所：市役所第一会議室 

報道出席者：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞社、読売新聞社、朝日新聞社 

ＫＮＢ、ＮＩＣＥ ＴＶ、ラジオミュー 

ラジオミュー 

市当局出席者：市長、副市長、教育長、企画総務部長、民生部長、産業建設部長 

       企画政策課長       

 

１. 市長からの発表事項 

 ⑴ 【新】観光パンフ（着地型）の作成及び魚津市音声ガイド（多言語対応）の整備

について 

  ・観光パンフの作成部数は 20,000部。4月 27日に市内宿泊施設等に配置済 

  ・音声ガイド（多言語対応）は、日本語、英語、中国語に対応。 

   まずは、魚津埋没林博物館、魚津水族館の２施設から対応。 

今後、東山円筒分水等、案内ポイントを増やしていく予定である。 

   （説明内容は別添プレスリリースのとおり） 

    

⑵ 「第６回よっしゃ来い!!CHOUROKUまつり」及び「第 27回うおづ戦国のろし祭り」

の開催について 

・「よっしゃ来い!!CHOUROKUまつり」参加チームについては、教育機関の部は学校

の統廃合の関係で２団体減った。街流しの部については、8 団体増えた。（魚津

市役所チームも初参加） 

・「米粉つけめん（よっしゃこい×新川高校コラボ）」等、よっしゃ来い!!CHOUROKU

まつり限定メニュー「YOSYAKOI SPECIAL MENU」を用意  

・「うおづ戦国のろし祭り」は、昨年度は全国植樹祭などの関係もあり、「よっしゃ

来い!!CHOUROKU まつり」と同日開催だったが、今年は例年どおり別日での開催

となる。 

（説明内容は別添プレスリリースのとおり） 

  

 

２.教育委員会及び各部長からの説明事項 

 〈教育長〉 

・第 25回 UOZUミラージュカップサッカー大会（県内外から 24チーム参加） 

平成 30年５月 

魚津市定例記者会見 
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・第 70回魚津ラグビー祭(魚津ラグビー創立 70周年記念事業) 

・第 53回魚津市小学校体育大会（市内小学校 5･6年生 655名参加予定） 

・第 15回蜃気楼交流会（5/19は講演会、5/20は研究発表会） 

 ・米騒動 100周年 上映会 ミュージカル『米騒動』 

（2010年に新川文化ホールで行われた『米騒動』のミュージカルを図書館で上映） 

 

〈企画総務部長〉 

  ・地域おこし協力隊委嘱状交付式及び隊員のプロフィールについて 

   （5/1から、2名が地域おこし協力隊として着任。5名の応募があった） 

  ・軽自動車税等納期内納付啓発キャンペーン 

（ショッピングセンターで啓発チラシ等を配布し、納期内納付を呼びかける。 

魚津市としては初の取組） 

  ・旧上野方小学校施設利活用サウンディング型市場調査を実施 

  （校舎・校舎敷地の利活用方法について、民間事業者との「対話」により、幅広

くアイディアを募集し調査を行う） 

 

〈民生部長〉 

  ・保育園・認定こども園・幼稚園の５月行事予定 

（行事予定等を参考に、子どもたちの活動的に動く姿を取材していただきたい） 

   

〈産業建設部長〉 

・つくるＵＯＺＵプロジェクト「プレ!?ＧＡＭＥサミット」 

  (魚津市で今年度行うゲーム関係事業の予定を説明。その後、ゲームクリエイター

による講演会を行う) 

・第 68回全国植樹祭「お野立所」の移設が完了 

（ミラージュカップサッカー大会の観客席として最初に利用される。今後は、桃山

運動公園を訪れる方々の休憩施設としても利用していただきたい） 

  

 

３.質疑応答の内容 

「第 68回全国植樹祭『お野立所』の移設の完了について」 

《記者からの質問》 

 部長から説明のあった「お野立所」の移設の完了について、市長から改めて今後

の活用等について聞かせてほしい。 

《回答》（市長） 

 記念の施設をメモリアルとして残すということでしたので、いろんな利用方法は

考えられると思う。ひとつしては、桃山運動公園多目的広場で開催される色々なイ

ベント時に活用していただきたいと思う。また、近くに植樹祭の御製碑などもある
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ので、自由に来ていただき植樹祭のことを思い起こしていただけるような場になれ

ばと思う。 

 

「【新】観光パンフ（着地型）及び魚津市音声ガイド（多言語対応）ついて」 

《記者からの質問》 

 着地型のパンフレットは、市としては初めて作ったものか。今まであったものを

作り直したものなのか。 

《回答》（産業建設部長） 

 着地型のものではないがパンフレットはこれまでも作ってきた。今回のパンフレ

ットの大きな特徴は、魚津市全域地図を一枚のなかで収めるようにしたことである。

観光案内所では、観光スポットの場所を聞かれる多く、このように大きな地図で説

明すれば、お客さんにもわかりやすいのではないかという話もあり作成した。 

《記者からの質問》 

 魚津市音声ガイドについて、これまでスマホ・タブレット端末用のものはなかっ

たということであるが、専用の機器を使うものはあったのか。 

《回答》（市長）  

 音声ガイドそのものが初めてである。これは特に開発したのではなく、このよう

な言語のアプリケーションがあり、それを利用しながら、今回展開をスタートした。

先ほど言ったように、そこに新しく追加していくことが可能である。施設専用に開

発したわけではない。 

《記者からの質問》 

 施設もあわせて魚津の魅力をより広くアピールするものという考え方でいいか。 

《回答》（市長）  

 そのとおりである。パンフレットについても、ハンディタイプのものなど、色々

どんなものが良いかを検討した。まずは、見易さ・一覧性を優先して今回のものに

なった。 

 

「よつば小学校について」 

《記者からの質問》 

 よつば小学校に統合して１カ月が経った。この前、元大町小学校の子どもたちに

話を聞く機会があり、大人数になってどうだったかを聞いたら、最初は小さいほう

がいいと思っていたらしいが、やっぱり大人数で友達がいっぱいになり良かったと

話していた。どんな有識者より子どもたち自身がそういうので納得した。大人が心

配するほどではないのかなと思った。あと学校の工事はグラウンドなども含めて、

スケジュールは予定どおり進んでいるのか。 

《回答》（教育長） 

  前回お話した２カ月遅れということで、その後は予定通り進んでいる。校舎は５

月中旬に完成。グラウンドについても予定どおり進んでいる 
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《記者からの質問》 

  なぜ、大町小学校の子どもに話を聞いたかというと、子ども記者ということで教

育委員会から紹介してもらい、「米騒動」について調べてもらった。５月３日に放

送予定である。小学生目線なので、本当は米騒動があった意義などを追及すればい

いのですが、そこまでは難しいので、当時、ここでこんなことがあったという地元

の歴史について勉強してもらえればという形になると思う。 

 

「地域おこし協力隊について」 

《記者からの質問》 

 地域おこし協力隊は、市としては 2回目という話だが、1回目はいわゆる総務省

事業に準じたもので、今回はそうではないということか。 

《回答》（企画総務部長） 

 1回目は応募が多数あったなかで、たまたまお願いした方が、国の制度の対象に

なる地域の方だったので費用負担もそんなになかったが、今回はお願いした方が国

の制度の対象になる地域の方ではなかったということである。 

《記者からの質問》 

 今回は総務省の支援はないということだが。 

《回答》（企画総務部長） 

 支援はなくても、魚津市は外からのいろんな目線で地域の活性化を図りたいとい

うことである。今回は、募集要件にも都会の住民限定などとは記載しなかった。 

《記者からの質問》 

 5人応募があったということだが、他の 3人で都会の方はいなかったのか。 

《回答》（企画総務部長） 

 都会の方もいたが、今回は縁がなかったということである。 

《記者からの質問》 

 期間が半年となっているが、なぜ 1年ではないのか。 

《回答》（企画総務部長） 

 雇用の形態上、半年という形を取らざるを得ないので、このような形になってい

るが、差し支えなければ更新していく予定である。 

《記者からの質問》 

 半年ごとに更新で最長３年間ということでよいか。 

《回答》（企画総務部長） 

 そのとおりである。 

《記者からの質問》 

 一回目の方は、いつからで、何人か。現在も活動しているのか 

《回答》（企画総務部長） 

 昨年採用で、現在は別のところで活動している。 
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「第 70回魚津ラグビー祭について」 

《記者からの質問》 

 魚津ラグビー祭についてチラシでは 5 月 13 日となっていて、行事予定では 5 月

12日・13日となっているが、これはどういうことか。 

《回答》（教育長） 

 12日は 9時に開会式を行い、午前中に、市内中学生を対象にクリニックを行う。

午後１時から、魚津高校と魚津工業高校を対象にクリニックが行われる。13日は 9

時から開始式を行い、スポーツ少年団（小学生）を対象にラグビークリニックが行

われるという予定になっている。（一般参加も 13日である） 

 


